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研究の背景及び目的

ラマン分光法は非侵襲にサンプルの分子情報を得られる分光法です。近年、
疾患になる前の未病状態を明らかにする揺らぎ解析が開発され、ラマン分光
法による非侵襲計測と組み合わせることによって、未病状態を明らかにする
ことを目指しております。

期待される効果・応用分野

ラマン分光法と揺らぎ解析の組み合わせによって未病状態のメカニズムや新規マーカーが明らか
になれば、疾患へのモニタリングや迅速な治療介入が可能となります。本研究は今後の高齢化社
会へ向けた健康寿命の増進に寄与すると考えられます。

■ 共同研究・特許など
特許：１．成分分析装置および成分分析方法
２．判別装置及び判別プログラム
共同研究：同期揺らぎ解析を用いた未健（みけん）検出方法の開発
挑戦的研究(萌芽)
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